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研究論文

６．もう１つのテーマ――天上の愛と地上の愛

メルヴィルは作家として，真実対現実を生涯のテーマと
したと概括できる．前作『モービィ・ディック』で彼はマ
プル神父の口を通して「虚偽の面 (おもて )に向けて真理
を説く」（MD48）1）姿勢を明言し，白い鯨に化身させた偽
善，ユダヤ・キリスト教の神を後ろ盾とする白人キリスト
教文明社会の偽善を象徴的に糾弾し断罪したが，続く『ピ
エール』では，その真理追求精神をピエールという名の
「真理の道化」（P358）2）に姿態化し，牧師フォールスグレ
イヴやいとこグレンの言動が例証する世間の「有徳の便宜
主義」との対決をテーマとした．同時に，これと並行して
メルヴィルは，ルーシィとイザベルの言動を通じて天上的
な愛と地上的な愛を描出し，この２つの愛の対置を『ピエ
ール』の副テーマとしている．
第14書に挿入されているパンフレット“EI”の「第１
講」には「クロノメトリカルなものとホロロジカルなも
の」という表題が付けられており，この比喩的表題が意味
するところのものは，天上的な基準による行動と地上的な

基準による行動の対比であるが，この対比はピエールに対
するルーシィの愛とイザベルの愛にもあてはまる．ルーシ
ィのクロノメトリカルな愛，つまり天上的な愛とイザベル
のホロロジカルな愛，つまり地上的な愛との対比は，アガ
ペーとエロスの対比のようなものであるが，メルヴィル
は，アマランスとキャットニップを隠喩として使いながら
２つの愛を語っている．
メルヴィルは物語の始まりで，母メアリの「アマランス

のように，しぼまない美しさ（amaranthiness）」（P５）と
いう描写中で１度だけアマランスに言及し，その後は全く
言及せず，物語の終わり近くになってピエールが見る幻覚
の中でアマランスをキャットニップとともに登場させてい
る．ピエール，イザベル，デリィの住居にルーシィが来て
一緒に住むようになってから数日後の物語終局間近，ピエ
ールは半無意識状態の中で，田舎にある先祖の館と地所を
取り囲む丘陵地にそびえ立つタイタンたちの山の幻影を見
る．その山の絶壁周辺の台地の牧草地には，白い花を咲か
せるアマランスと，所々に芳しいキャットニップが茂って
いる．
白い花を咲かせるアマランスは，ピエールの祖父が自分
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Melville’s Pierre （3）
── Heavenly Love, Earthly Love, and Jealousy──

Hiroshi Igarashi

Abstract

Pierre is a story of an innocent young man initiated into the heartless world, discovering sexual desire and jealousy in 
the depth of the human heart. Beneath its main theme of Pierre as “the Fool of Truth” against the worldly “virtuous 
expediency,” there runs the collateral or secondary theme, i.e. a juxtaposition of heavenly love with earthly love, and 
moreover, as the third and final theme, jealousy shoots out of the first and second themes through the illustrations of Glen’s 
jealousy against Pierre and Isabel’s jealousy for Lucy.

Lucy and Isabel, evolving out of innocent, pure Yillah and proud, sensual Hautia in Mardi, personify heavenly, 
superhuman love and earthly, carnal love respectively. Lucy is portrayed in heavenly blue and innocent white as a good angel, 
whereas Isabel is depicted in black as a bad angel. Isabel’s long hair covering Pierre’s heart and body like “ebon vines” in the 
end is emblematic of the dark and woeful side of the human heart where sexual urge and jealousy lurk.
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の愛馬の飼葉用に種を蒔いて繁殖させた「クローバー」
（P31）を指すと思われるが，この「小さく白い，アマラ
ンスのようにしぼまない花」（P342）は家畜の食用とはな
らずに増殖し続け，初夏になると残雪のように輝く白さ
は，小作人たちの目には「不毛，不妊の表象」（P343）と
映ずる．「不毛で無臭の不滅性」（P344）をもつ「天上の
花」（ibid.）は，ルーシィを連想させる．キャットニップ
は「あのいとしい農家の草，キャットニップの植込みの甘
い芳しさ」（ibid.）と語られていて，農家で暮らしていた
イザベルを想起させる．そして作者は，２つの愛を表象す
る２種の草花の説明を「キャットニップとアマランス！人
の地上での家庭的平安と，やむことなき神への渇望」
（P345）と締め括って，現世を表すキャットニップと天上
の真理を表すアマランスを対比させている．

6.1　善き天使と悪しき天使
メルヴィルは『ホワイト・ジャケット』の軍艦内図書室
の蔵書リスト中でマーロウの『マルタ島のユダヤ人』に触
れており（WJ168）3），また，グレンディニング家の召使の
１人をクリストファー（Christopher）と命名しているが，
『ピエール』での善き天使と悪しき天使の発想と使用はク
リストファー・マーロウの『フォースタス博士』にその源
があると推量してさしつかえなかろう．
マーロウの善き天使と悪しき天使は宗教的な色合いが濃
厚で，善き天使は「聖書を読め」（I. 72）4），「天国と天上的
なことを考えよ」（V. 21）とフォースタスに諭すが，フォ
ースタスの死の１時間前になると「おまえは世俗を愛した
…地獄が大口を開けておまえを待っている」（XIX. 101, 
115）と言って消える．他方，悪しき天使は「天上のジュ
ピターのような存在に地上でなれ」（I. 75），「名誉と富を
考えよ」（V. 22）と言うが，最後には「私の言うことを聞
いたので，地獄の苦痛を永劫に味わわなければならない…
快楽を愛する者は快楽のために堕ちなければならない」
（XIX. 102-3, 130）と結ぶ．メルヴィルの善き天使と悪しき
天使には，マーロウの天使たちほどには宗教的寓意が込め
られていない．しかも，マーロウの天使たちがあくまで霊
的な寓意的存在であるのに対して，メルヴィルは２人の天
使に人格を与え，生身の女性に姿態化して登場させてい
る．
ルーシィとイザベルという人物設定は，『マーディ』の
イラーとホーシャの延長線上にあり，善き天使と悪しき天
使としての認識は『マーディ』にその萌芽を見ることがで
きる．『マーディ』の失われたイラー探求物語の終局近く
で歴史家モヒが語る伝説中に登場する「より純粋な心をも
った，翼ある存在」（M642）5）は，純粋さとイノセンスの
象徴としてのイラーと同種の存在であり，この天使たちを
マーディなる現実世界から駆逐した女王の末裔が，性と現
世の歓びを象徴するホーシャであった．そしてメルヴィル
は，イラーを善き天使としてのルーシィに，ホーシャを悪

しき天使としてのイザベルに変容させて『ピエール』に再
登場させたと推断できる．
『ピエール』でメルヴィルは天使という言葉を，まず，
ピエールの葛藤する心の声の擬人化で使用し，次にピエー
ル自身を指して使い，その後，ルーシィとイザベルを指し
て使用している．
メルヴィルが天使という言葉を，善き天使と悪しき天使

とに二分してこの作品で最初に使用するのは，見知らぬ人
物から手渡された手紙を無意識の内に半ば引き裂いたまま
手にしている状態のピエールの心理の葛藤を語る時であ
る．その時，ピエールは「２つの敵対する作用を自分の内
に」感じ，「両者が彼の心を支配しようと闘っていて，最
終的にどちらが優位を占めるかは，彼自身が唯一の審判者
となる…と思った」（P63）．悪しき天使は，手紙を完全に
破れとピエールに命じ，読まずに利己的な幸福を追求せよ
と言う．善き天使は，男らしく不安を捨てて手紙を読めと
命じる．善き天使はピエールに，利己的でなく，むしろ利
他的な行為を要求し，「読んで，義務を果たし，使命達成
の祝福を受けて，幸福に関心を払うな」（ibid.）と言う．
最終的にピエールの「気高い心」は「読まないで，いとし
いピエール．破り捨てて幸せになって」と言う悪しき天使
を吹き消し，「悲しげな，しかし優しい笑みを浮かべた」
（ibid.）善き天使が勝利する．ここでは，２人の天使のど
ちらがルーシィか，あるいはイザベルかは判然としない．
イザベルがまだ物語に登場していないこの段階では，ピエ
ールの心理情況はルーシィかイザベルかの選択の板挟みに
はない．したがって，ここでの２人の天使は，ルーシィの
もつ両側面，より正確な言い方をすれば，婚約者ルーシィ
の気持を代弁するピエールの２つの相反する声の擬人化と
してとらえられえよう．善き天使，悪しき天使なるもの
は，当然，人の心の２面を代弁する声ではあるが，しか
し，この作品では，ルーシィとイザベルに姿態化された２
人の天使はピエールもしくは他の登場人物の心の内の対立
を代弁してはいない．ルーシィとイザベルの言動は，それ
ぞれ天上的愛と地上的愛を対照的に発現しながらも，別個
の独立した人格のものとして描き出されている．
『マーディ』のイラーとホーシャは，別個の存在として
描かれながらも，同一存在が宿す２つの相反する側面，す
なわち昼の顔と夜の顔，善と悪，理想と現実の具象化であ
ることが叙述と台詞中に暗示されていた．6）これに対して，
ルーシィとイザベルは，作者が彼女たちの描出で使用する
色と情況設定を見る限りイラーとホーシャの派生形で，や
はり昼と夜，善と悪，理想と現実の差異を具現してはいる
が，２人が同一人物のもつ２つの対立する側面の擬人化で
あることを示唆するような情況証拠は作品中の叙述や台詞
中に見当たらない．それに，『マーディ』のテーマは失踪
したイラー，つまり失われた純潔とイノセンスの探求で，
白人キリスト教文明世界の否定というもう１つのテーマが
その背後に隠されていたが，『ピエール』では真実対現
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実，つまり作者の真理探究精神の擬人化としてのピエール
なる「真理の道化」対キリスト教社会の「有徳の便宜主
義」が主テーマとなり，副テーマとして，善き天使として
のルーシィと悪しき天使としてのイザベルが具現する天上
の愛と地上の愛の対比が描かれている．
ピエールの心に善き天使と悪しき天使の葛藤を生じさせ
た手紙はシスターと称するイザベルからのものと判明する
が，その手紙の文面でピエール自身に天使という概念が適
用されている――「あなたは天使のような人で，世間の心
ない慣習や流儀を跳び越えられるでしょうか？」（P64）
と．さらに，２回目の面談時にはピエールはイザベルに
「天使の天使に対する純粋で完全な愛をもってぼくらは愛
し合おう」（P154）と言う．そして，ピエールがイザベル
とともにデリィも救済する意思を伝えるとイザベルは「あ
なたは目に見えない天使性の目に見える表象だわ…人が皆
あなたのようだったら，人間は１人もいなくなり，人類は
絶滅して最高位の天使ばかりになるわ！」（P156）と言
う．このようにピエールは天使に喩えられ，またピエール
自身も「キリストのような気持」（P106）で「美徳の道
化」（P358）のような行動を貫こうとするが，最終的には
「石壁」（P337）のように「彼を取り囲む曖昧なるもの」
（ibid.），つまり曖昧な便宜主義ないしご都合主義で動いて
いる世間という障壁を飛び越える超人的天使にはなりえな
い．
ルーシィを善き天使，イザベルを悪しき天使と呼ぶのは

イザベルで，ルーシィがピエールのもとに来て一緒に暮ら
すことになったことを知らされたイザベルは，狂ったよう
に嫉妬心を発現し，青い目で金髪のルーシィは善き天使
で，自分は目も髪も頬も葬儀のように暗い色の悪しき天使
だと，自分も青い目で金髪に生まれてきたかったと真情を
吐露し，「あなたはどちらかを選ぶことになるでしょう！」
（P314）とピエールに言う．
ルーシィかイザベルかの選択にピエールは２度直面す

る．１度目は，田舎が舞台だった当時のイザベルとの初め
ての面談後に帰宅したピエールが，ルーシィかイザベルか
の二者択一の葛藤に襲われる場面で，そのさまはこう叙述
される――「一瞬，ルーシィの愛らしくて包み隠すところ
のない青い目が現れ，同じようにやさしいが悲しげで謎め
いたイザベルの暗い眼差しに取って代わった．彼は２人に
挟まれて，どちらか１人を選ばなければならないと同時
に，両方とも自分のもののように思えた．しかしルーシィ
の目にイザベルの悲哀にみちた目が半ば入り込んで重ね合
わさった」（P129）．田舎が舞台の作品前半では最終的に
ピエールはルーシィを犠牲にしてイザベルを選択するが，
作品の結末ではピエールは両者を不選択，拒否する．いと
こグレンを射殺し投獄された彼に会いに来たルーシィとイ
ザベルに対してピエールは「おまえら２つの蒼白き霊よ，
ここがあの世の別世界なら，おまえらは歓迎されない．去
れ！善き天使も悪しき天使も！ピエールは今や中立だ！」

（P360）と宣言する．これはどういうことか？
善悪両天使に対するこの拒否宣言は何を意味するのか？

もしこれがフォースタスの台詞だったなら，これを天国と
地獄の存在を否定する発言として解釈することも可能であ
ろう．しかし，ピエールによるこの拒絶宣言は，ルーシィ
が実践する自己犠牲的で性を伴わない純潔な天上的愛と，
イザベルを通じてピエールが体感する情欲ないし性愛，言
い換えれば，キリスト教的原罪意識を伴いながらも性を求
める人間的な地上的愛のいずれにも与しないというピエー
ル＝メルヴィルの心情の表明と受けとめることができよ
う．そして，クロノメトリカルな愛とホロロジカルな愛の
いずれをも拒否する牢獄内のピエールに，愛をも空 (く
う )なるものとして認識する作者の姿を垣間見ることがで
きる．なぜなら，作者のこのような認識は，結末に至る前
の作品中の２箇所ですでに示唆され暗示されているからで
ある．最初の示唆は，物語開始直後のピエールとルーシィ
の丘陵デート場面での「愛は空（くう）なるもの，見栄っ
張りで誇り高いものよ（Love is vain and proud）」（P37）
というルーシィの台詞中に見出せる．さらに作者は，ピエ
ールが自分の「墓石」（P133, 135）にしたいと考えた巨大
なメムノンの石にまつわる話の中で，その石に刻まれてい
る謎のイニシャルの意味を問う少年ピエールに対して，親
戚の老人が『伝道の書』の文言に目を通しながらそのイニ
シャルは「賢者ソロモン」を表していると答えたという回
想談を語ることによって，「すべて空（くう）なり」とい
うソロモンおよび作者自身の人生観と世界観を暗示してい
るのである．

6.1.1　ルーシィ――天上的な無垢と「超人的な愛」
「20歳そこそこ」（P56）のピエールに対して「17歳そこ
そこ」（ibid.）のルーシィ・タータンは，朝の光あふれる
物語冒頭から終結の暗闇迫る牢獄内での死に至るまで，一
貫して純真無垢そのものの体現者となっており，青と白が
彼女の天上性を表す色として使用されている．
メルヴィルの女性描写の源泉は処女作『タイピー』での

褐色の肌と黒い髪に青い眼をもつポリネシアの娘フェイヤ
ウェイと第２作『オムー』の最後の方で白い子馬に乗って
登場する「若く美しい英国人女性」（O295）7）のベル夫人
（Mrs. Bell）にある．語り手である独身青年メルヴィル
は，ベル夫人を「ポリネシアで私が目にした中で最も美し
い白人女性」（O296）と評し「彼女のあの目，あのモスロ
ーズ色の頬，鞍上のあの聖なるたたずまいゆえに，私はベ
ル夫人を私が死ぬ日まで生涯忘れないだろう」（O296）
と，若く美しい女性に対する憧憬を語っている．続いて，
彼が結婚直後に移り住んだマンハッタンの住居で書いた
『マーディ』で探求の対象となるイラーは「長い金髪…雪
のように白い肌，青い空色の眼」（M136）をもち，「朝の
光の輝きよりも美しい」（M142）白人のブロンドの娘とし
て設定されたが，ルーシィは外見的にはイラーの再来，内
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面的にはイラーの進化形となっている．
ルーシィという登場人物の存在理由と存在意義を解釈す
るにあたって重要な鍵となるのが，青と白の色である．ま
ず青を見てみよう．『モービィ・ディック』では，白鯨と
の３日間におよぶ格闘が始まる日の描写で語り手は，青い
空と青い海が水平線で交わるさまを花嫁と花婿が結ばれる
さまに喩えて，「男性的な海」（MD542）に対する青い空
を「美しい娘の額のような天」（MD543）と比喩的に言い
表していた．『ピエール』では，第２書のピエールとルー
シィが丘陵へ馬車でドライブに出かける場面で，語り手は
ルーシィを淡青色の天空に結びつけて「不思議なほどに色
白の顔と青い目に金色の髪をした明るいブロンドのルーシ
ィは天と調和する色の服を身につけていた．淡い青がきみ
の永遠の色だ，ルーシィ．淡い青がきみに一番似合う」
（P33）と語り，続く第３書では，ピエールの大好きな苺
をもって来たルーシィが夕陽を浴びながら帰って行く姿を
見て「ぼくは重い大地に属し，彼女は空気のような光に属
す．実に，結婚とは不信心な行為だ！」（P58）とピエー
ルは考える．これらの描写と叙述を総合して判断すると，
花嫁イコール青い天空という天上的イメージをメルヴィル
がルーシィに投射していることが歴然とする．
次に白であるが，イラーの場合と同様に，白イコール天
上的な無垢と純潔というイメージをメルヴィルはルーシィ
に付与している．彼に苺を買って来たいきさつを打ち明け
るルーシィに対してピエールは「この上なく天上的な無垢
だ…純潔しか見せるものをもたぬ花は素直に開く」（P57）
と言い，語り手は，夕陽に照らされて輝く彼女の顔色を
「バラ色の雪のよう」（P58）と形容し，その姿全体に「こ
の世のものと思えぬ儚（はかな）さ」（ibid.）が感じられ
ると語る．メルヴィルが白イコール純潔と認識しているさ
まは，自分の社会的幸福を放棄してイザベルを救うことを
決意し実行に移し始めたピエールの蒼白な顔を見てイザベ
ルが「愛は…冷たくて，栄光は白いの？あなたの頬は雪の
ように白いわよ，ピエール」（P191）と問いかけるのに対
して，ピエールが「そのはずだ．ぼくは純潔だと神かけて
信じているのだから」（ibid.）と返答するやりとりの中に
はっきりと見てとることができる．
白はまた，死をも意味し，別の女性と結婚したことをピ
エールから告げられて昏倒したルーシィの住まいを，語り
手は「しっかりと閉じられた白いカーテン，深い静けさに
包まれた白い家，そして門の前につながれた白い乗用馬」
（P186）というように白一色で塗りつぶして死のイメージ
を与えているが，ルーシィの白は第一義的には天上的な無
垢と純潔を表象している．
メルヴィルはルーシィの天上性ないし非地上性を「超人
的」という言葉を使用することによって鮮明化し，先鋭化
している．第23書に現れるルーシィからの手紙は，彼女の
「超人的な愛」（P311）を伝えるものとなっており，その
趣旨は――「超人的で天使のような」（P309）行為をして

いるピエールを私は信じ，私の「超人的な務め」（P310）
で応じたい．「あなたは私の母であり，私の兄と弟であ
り，私にとっての全世界，全天空，全宇宙です．あなたは
私のピエールです」（P311）．だから，私はピエールたち
の傍で暮らし，ピエールたちを守りたい――というもので
ある．そして，ピエールたちの住まいにやって来たルーシ
ィは「超自然的な白さが頬に輝いていた」（P328）のであ
り「不死の愛」（P329）に支えられていたと語り手は語
る．
ルーシィはパンフレット“EI”で言われているところの

クロノメトリカルで天上的な指針に従って行動しており，
ピエールが亡き父に対して抱いていたかつての心像，すな
わち「汚点や曇りのない雪白で静謐な，ピエールの大好き
な，人間の完全な善と美徳の化身」（P68）という心像は，
作品全体を通して，終始一貫してルーシィにあてはまるも
のとなっている．

6.1.2　イザベル――性的魅力と嫉妬心
イザベル・バンフォードは『マーディ』のホーシャの延

長線上にある女性像で，ホーシャがイラーの対極的存在で
あったように，無垢で天上的なルーシィに対してイザベル
は，謎めかし多少神秘化されているが，女の性的側面を表
し，情欲を喚起する地上の女性として，また女のプライド
と嫉妬心を発現する非天上的存在として描かれている．
彼女を表象する色は黒である．彼女の像はまず「暗い目

をし，艶やかで，懇願するように哀しげな顔」（P37）と
して作品に登場するが，慈善裁縫会でピエールが初めてそ
の顔を見た時の彼女は「暗いオリーブ色の頬」（P46）の
下の首元まで黒い服に身を包んでいて，その顔は「彼を魅
惑した」（P49）のであった．作品全体を通して，イザベ
ル像の描出は彼女の目と長い黒髪に特化されており，最終
的に「漆黒の蔓」（P362）のような髪に彼女の全存在が収
斂される．
イザベルはまず初めに，女として，ピエールを性的に魅
了したことが暗示されている．彼女の顔を見て「ある種の
不健康さ」（P53）が彼の中に生まれ，何日も何日もピエ
ールがその顔を思い出しては悶々としたことを語ることに
よって，語り手メルヴィルは，彼女が異母姉であることを
知らされる以前の段階で，ピエールが男として，女である
イザベルに性的に魅かれたことを示唆している．彼女の黒
髪と大きな目がピエールの心に火をつけたことを語り手は
「時折…悲しげな長い黒髪が彼の魂の上に落ちて来て，え
もいわれぬ哀愁感を漂わせた．愛らしさと苦悩であふれん
ばかりの大きな両目が彼を見つめ，狙った彼の心に魔法の
光線を集束し，そこに不可思議な火をつけた」（P53-4）と
語っている．語り手はまた，イザベルの魅力を「並はずれ
た肉体的磁性」（P151）と表現し，一言も言葉を交わすこ
となく肉体的に性的にピエールが彼女に魅きつけられたこ
とを暗示している．



メルヴィルの『ピエール』（３）

第10巻第２号（2012）� 19

ギターを弾くイザベルの「髪の屍衣にくるまれた姿態
（the hair-shrouded form）」（P126）という描写は，最終場
面でピエールの体をおおう彼女の漆黒の髪がもつ意味の表
層部，つまり屍衣としての意味の先駆けとなる隠喩であ
る．物語は，牢獄内の床に服毒自殺して横たわるピエール
の体に，彼の後を追って自分も毒を飲んだイザベルがおお
いかぶさる情景で終わる――「彼女の体は横向きにピエー
ルの心臓部に倒れこんだ．彼女の長い髪が彼の体をおお
い，彼の姿は漆黒の蔓におおわれたあずまやと化した」
（P362）と．ピエールの心と体をおおう屍衣のようなイザ
ベルの髪の黒色は人の心の暗く悲しい側面の表象として解
釈できよう．その側面にあるものとしてこの作品で描かれ
ているものは，すでに言及した人間の情欲に加えて，プラ
イドと嫉妬心であり，「悲哀の都市」（P168）を舞台とす
る物語後半では，現世での見返りなしにピエールとイザベ
ルに尽くそうとするルーシィに対して，イザベルが女とし
てのプライドからの対抗心と嫉妬心をあらわにする情景が
展開される．

6.2　結論――嫉妬心
『ピエール』はメルヴィルの著作中，最も難解で，『マー
ディ』，『モービィ・ディック』，『信用詐欺師』以上に正当
な分析と解釈が困難な作品だと筆者は判断する．なぜな
ら，この作品には複数の層があり，第１の層，つまりメイ
ン・テーマは「真理の道化」対「有徳の便宜主義」である
が，その下の第２の層に天上の愛と地上の愛の対置という
副次的テーマが流れており，さらに，その愛をめぐる副テ
ーマから派生して描出される嫉妬心がこの作品の第３の層
の第３のテーマとなって，物語結末で「漆黒の蔓」に隠喩
化されているからである．しかも，この嫉妬という最終テ
ーマは，メイン・テーマの一翼を担うご都合主義のグレン
にも連結されており，グレンのピエールに対するルーシィ
がらみの嫉妬心とイザベルのルーシィに対する嫉妬心，お
よびイザベルのピエールに対する独占欲の描出によって例
証されている．
ピエールの心境と生きざまに関するハムレットの引喩と
併せて，この嫉妬心に関しても，メルヴィルにとって超え
られるべき存在だったシェイクスピアの作品の引喩が見受
けられる．イザベルの幼少の頃の記憶に残っている「仲良
くなろうとしない猫の緑色のにらみつける目と蛇が出すよ
うな声音」（P123）という緑色にまつわる間接的引喩，お
よび少年時代のピエールとグレンおよび他の少年との間の
友愛感情の三角関係から発生する「オセロのそれに似た感
情」（P217）という直接的引喩は，読者に「それ［嫉妬］
は緑色の目をした化け物です」（Othello, 3.3）8）というイア
ーゴの台詞を思い起こさせるべく作品内に配置されたもの
である．
メルヴィルは，フォールスグレイヴ牧師とピエールの幼
友だちミルソープを除く主要登場人物全員が程度の差はあ

れ発現する嫉妬心を，ピエール，ルーシィ，母メアリ，イ
ザベル，そして，いとこグレンの順に叙述し描出してい
る．そしてピエール，ルーシィ，および母メアリの嫉妬心
に関する語りは，イザベルとグレンが発現する化け物のよ
うな嫉妬心への導入のようなものとなっている．順を追っ
て，以下に検証してみよう．
作品中に現れる嫉妬心に関する最初の叙述は，ピエール

のそれについてであり，息子ピエールは，しぼまない花，
アマランスのように若さと美を保つ母メアリに求婚しかね
ないほどの「美青年たちの熱烈すぎる賛美に言いようのな
いわずらわしさを感じ，時には嫉妬で我を忘れそうにさえ
なった」（P５）と語り手は語る．
次に作者はルーシィに無害でいたいけな嫉妬心ないし独

占欲を吐露させている．ピエールが慈善裁縫会で見た「暗
い目をし，艶やかで，懇願するように哀しげな顔」につい
てピエールと会話した後，ルーシィは涙しながらこう言う
――「私には秘密をすべて打ち明けてほしい．愛は空 (く
う )なるもの，見栄っ張りで誇り高いものよ．通りを歩い
ていてあなたのお友だちに会った時に私は笑いながら心の
内で“あの人たちは彼を知らないわ．私だけが私のピエー
ルを知っているのよ”と思っていなくてはならないの」
（P37）と．これに対してピエールが，彼女にすべてを打
ち明けることを拒み，彼女のいじらしい嫉妬心と独占欲を
邪悪な心理として拒絶すると，ルーシィは「ピエール，あ
なたのためなら私の身は千々に引き裂かれてもいいわ．た
とえ私が北極の氷原で凍死しても，私の胸の内にあなたを
かくまって，温め続けるわ」（P38）と母性的独占愛と母
性的犠牲愛を言葉にする．
母メアリに関しては，亡夫の結婚前の肖像画に対する彼

女の「本能的な嫌悪」（P85）の奥には嫉妬心が隠れてい
ると語り手は分析する．つまり「女性の女性らしさなるも
の，繊細な嫉妬心あるいは潔癖症的な虚栄心とでも呼ぶべ
きもの」（P82）ゆえに母メアリは，結婚前の夫が彼女の
知らない他の女性に向けていた眼差しを描いた絵を嫌って
いるのであろうと．
そして作者はイザベル登場後，嫉妬という言葉をあから

さまに使用することなしに，子供の頃のイザベルが周囲か
ら敵意と嫉妬をあらわに示された記憶を「仲良くなろうと
しない猫の緑色のにらみつける目と蛇が出すような声音」
という比喩的表現に集約して語る．
以上が田舎を舞台とする物語前半部における嫉妬心に関

する記述と描出であり，ここまでの段階では読者は嫉妬な
る人間感情がこの作品のテーマの１つになっているとは認
識できない．しかし，作品前半の嫉妬心への言及は，後半
での出来事と事件のいわば伏線となっており，後半に入る
と嫉妬心が，ピエールに対するグレンの言動とルーシィに
対するイザベルの言動における因果関係の因として前面に
押し出される．都会への旅の途中でピエールが読むパンフ
レット“EI”に続く物語後半の最初の書に作者はピエール
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のいとこグレンを忽然と登場させて，ピエールに対するグ
レンの嫉妬心と憎悪の芽について語り，最終的に嫉妬心と
憎悪が動因となって２人は激突する．さらに後半部で作者
は，イザベルの嫉妬をあらわにした言動を最終場面を含む
複数場面で描出することによって人間心理に潜むゴルゴン
もしくはクラーケンのような嫉妬心をこの作品の最終テー
マおよび最深テーマとして，そして人間心理探究の１つの
結論として前面に押し出している．作品最後の「あなたが
たは彼を知らないわ！」（P362）というイザベルの台詞に
続いてピエールの心と身体をおおう彼女の漆黒の髪の情景
が，その嫉妬心を隠喩的に，しかしはっきりと語ってい
る．
では，グレンの嫉妬心とイザベルの嫉妬心の表出を具体
的に検証してみよう．グレンの嫉妬心に関しては，まず，
少年時代のピエールとグレンおよび他の少年との間の友愛
感情の三角関係から生じる嫉妬感情が「オセロのそれに似
た感情」として語られ，次に，成人後のピエールに対する
ルーシィをめぐってのグレンの嫉妬が語られる．グレンは
かつてルーシィにふられて傷心を癒すためにヨーロッパへ
渡ったが，今や，ピエールに代わってサドル・メドウズの
館と地所を相続して再びルーシィに求婚しており，ピエー
ルの「かつての恋敵」（P287）グレンは，今では「冷酷に
せせら笑う敵」（ibid.）と化している．ピエールに対する
グレンの嫉妬心について作者は「恋愛事で嫉妬は毒蛇のよ
うなもの」（P336）であり，ルーシィが再びグレンをはね
つけて元使徒教会敷地内の貧しいアパートに住むピエール
のもとに来たことにより「グレンの嫉妬の毒蛇は倍増し
た」（ibid.）と語る．そして公衆の面前でグレンに頬を鞭
打たれたピエールがグレンを射殺するという結末に至る．
グレンの嫉妬だけでも充分に１つのテーマを構成しうる
が，イザベルの嫉妬はグレン以上にもっと手の込んだ陰険
な様相を呈して表出される．イザベルが嫉妬をあらわにす
る最初の場面は，ルーシィの手紙を読んだピエールが「彼
女が来て，ぼくらと生涯一緒に暮らす」（P312）とイザベ
ルに伝えた時で，イザベルは「その女性を指す語…その彼

4

女
4

！その彼女
4 4

って！」（P312-3）とヒステリックに聞き返
す．彼女を来させるなと言い，彼女のことを詳しく知りた
がるイザベルを，ピエールは「姉の嫉妬はやめてほしい」
（P313）と言ってなだめようとするが，イザベルは，ルー
シィは善き天使で，自分は目も髪も頬も暗い悪しき天使だ
と，自分も青い目で金髪の善き天使に生まれてきたかった
と言う．最終的にこの場面では，ピエールはルーシィの手
紙をイザベルに読ませないために隣室のストーブに投じて
焼却し，イザベルは「悪しき天使が善き天使に仕えるのだ
わ…勘違いしないで．彼女の私に対する思いやりよりも私
の彼女に対する思いやりが勝るでしょう」（P315）と言っ
て，ルーシィと張り合う気持を吐露する．
ルーシィのために用意され整えられた部屋の中でピエー

ル，イザベル，デリィの３人が彼女の到着を待っている朝

の場面での暖房についてのやりとりの中でも作者はイザベ
ルの女の嫉妬心とプライドを見え隠れさせている．イザベ
ルがピエールをじっと見つめながら「パイプをこちらに引
き込めないかしら？」（P322）と問うと，ピエールは，イ
ザベルの部屋に引かれているその暖房用パイプは動かさな
いと返答し，デリィに向かって「ぼくの妻から奪うという
のか，デリィ？たとえ，献身的この上なく真心そのものの
いとこのためでも」（P323）と訊く．デリィは「いいえ，
とんでもございませんわ！」（ibid.）と答え，「勝ち誇る炎
がイザベルの目に輝いた．豊かな胸を大きくそらせたが，
彼女は黙っていた」（ibid.）という風にイザベルの姿が描
かれる．この場面で作者は，イザベルがピエールの気持を
試し，ルーシィよりも自分のほうが大切にされ優先される
ことを確認して女としてのプライドの充足を感じるさまを
描出している．
ルーシィが元使徒教会に来てピエールたちと一緒に住む

ようになってまもなく，彼女に対する嫉妬心と対抗心をイ
ザベルが狂ったようにあらわにする場面が描かれる．ま
ず，ルーシィがクレヨンで肖像画を描いてパン代を稼ぐ意
向をピエールとイザベルに伝えた直後，ピエールと２人き
りになったイザベルがルーシィへの「新たな非常に強い感
情」（P332），つまり対抗心をあらわにしながらピエール
の傍に迫ると，彼が自分から少し身を引いたのを見て，イ
ザベルは，姉が弟に近づきすぎるというのなら，自分は服
毒して死ぬ用意があると身振りで示唆してから，「私は本
当にばかだった…けど，彼女に先を越させない！ピエー
ル，何とかして私はあなたのために働かなくてはならな
い！見て，この髪を売るわ．歯を抜いてもらうわ．何とか
してあなたのためにお金を稼ぐ！」（P333）と言う．この
場面でイザベルは，パン代を稼ぎたいというルーシィの申
し出によってと同時に，イザベルと身体的に接触したり抱
き合ったりする姿をルーシィの目にさらさないようにと気
遣うピエールの言動によって，二重に深く傷つく．イザベ
ルをなだめようとするピエールがイザベルの強さと美しさ
を美辞麗句でほめたたえると，「彼女［ルーシィ］にこん
な風に話さなかったでしょうね！」（P334）と嫉妬心をむ
き出しにして，自分はギターを教えてパン代を稼ぐ意思を
表しながら「肖像画を描く人用のお客たちを連れてくる前
に，音楽教師の生徒たちを見つけてきて」（ibid.）と言う．
ギターから適当に音を出すだけで弾き方など知らないイザ
ベルをピエールが抱きしめようとすると，イザベルは蛇の
ように計算して動いてルーシィの部屋のドアの前まで後ず
さりし，ピエールがイザベルを抱きしめた瞬間にそのドア
を開けて，ピエールがイザベルを抱擁しているさまをルー
シィに見せつける――「座っているルーシィの眼前に，ピ
エールとイザベルはからみ合って立ち，ピエールの唇は彼
女の頬に押し付けられていた」（ibid.）．まるでイザベル
は，ほらね，私のほうが愛されているのよ，私のほうが女
として優れているのよ，ピエールは私のものよ，私の勝ち
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ィ・バッド』で彼は，ビリィを陥れようとするクラガート
の言動の動機を掘り下げる叙述中でクラガートのビリィに
対する「妬みと反感」（BB77）9）について語り，「妬みとい
うのは…それほどの化け物なのか？」（ibid.）と問いなが
ら，若くハンサムで誰からも好かれるビリィ，金髪碧眼で
純真無垢なビリィに対するクラガートの猜忌 (さいき )心
を分析しているからである．メルヴィルの作品中で猜忌
(さいき )の念を抱きかつ発現するさまを描かれる主要登
場人物は，レッドバーンに対するジャクソン，ルーシィに
対するイザベル，そしてビリィに対するクラガートの３人
がいるが，ピエールをめぐる悪しき天使イザベルの善き天
使ルーシィに対するそれが最も詳細かつ克明に描き出され
ている．

註

１）『モービィ・ディック』のテキストは Herman Melville, 
Moby-Dick; or, The Whale, eds. Harrison Hayford, et al. 
(Evanston and Chicago: Northwestern University Press 
and The Newberry Library, 1988) を使用し，引用には，
省略されたタイトル，頁を付す．

２）『ピエール』のテキストは Herman Melville, Pierre; or, 
The Ambiguities, eds. Harrison Hayford, et al.（Evanston 
and Chicago: Northwestern University Press and The 
Newberry library, 1971）を使用し，引用には，省略さ
れたタイトル，頁を付す．

３）『ホワイト・ジャケット』のテキストは Herman 
Melville, White-Jacket; or The World in a Man-of-War, eds. 
Har rison Hayford, et al.  (Evanston and Chicago: 
Nor thwestern University Press and The Newberr y 
Library, 1970) を使用し，引用には，省略されたタイト
ル，頁を付す．

４）『フォースタス博士』のテキストは Christopher 
Marlowe, The Tragical History of the Life and Death of 
Doctor Faustus, ed. John D. Jump (London: Methuen & 
Co Ltd, 1962) を使用した．

５）『マーディ』のテキストは Herman Melville, Mardi: and 
A Voyage Thither, eds. Harrison Hayford, et al. (Evanston 
and Chicago: Northwestern University Press and The 
Newberry Library, 1970) を使用し，引用には，省略され
たタイトル，頁を付す．

６）拙稿「『マーディ』での若きメルヴィル（２）――喪失
と幻滅」（『海―自然と文化』東海大学紀要海洋学部第６
巻第３号，2008）参照．

７）『オムー』のテキストは Herman Melville, Omoo: A 
Narrative of Adventures in the South Seas, eds. Harrison 
Hayford, et al.（Evanston and Chicago: Northwestern 
University Press and The Newberry Library, 1968）を使
用し，引用には，省略されたタイトル，頁を付す．

８）［　］内の語句は筆者が補った．以下同じ．
９）『水夫ビリィ・バッド』のテキストは Herman Melville, 

Billy Bud, Sailor (An Inside Narrative) (Chicago: The 
University of Chicago Press, 1962) を使用し，引用には，

よと言っているかのようである．ピエールとの抱擁をルー
シィに見せつけるに至るまでのこの場面の出来事は，ルー
シィの申し出によって，人として，女として，またピエー
ルの名目上の妻としてのプライドを深く傷つけられたイザ
ベルが，ピエールへの献身的愛情の示し合いとピエールか
らの愛情の奪い合いを，ルーシィとの間で一方的に演じて
いるさまを描いている．
イザベルがルーシィに対する嫉妬と対抗心をむき出しに
する場面は，作品最終書での物語の結末一歩手前でも描写
される．ピエールが根を詰めて書いている本をイザベルは
「悪い本」（P348）と呼び，一方，ルーシィは「イザベル
と私は，あなたの原稿を書き写して清書するだけでなく，
原稿書きそのものも手伝うわ」（P349）と言う．ルーシィ
のこの申し出に対してピエールが「これは自分の決闘のよ
うなもので，介添人は禁止だ」（ibid.）と返答すると，彼
女はピエールを憧れの眼差しで見つめる．すると，イザベ
ルはピエールの傍に身を寄せて彼の手をとり，「あなたの
ためなら私はめくらになるわ，ピエール．さあ，この両目
をえぐり出して眼鏡として使って」（ibid.）と言って，「彼
女は，一瞬だが奇妙な，傲然と挑むような目でルーシィを
見た」（ibid.）と作者はこの場の情景を語ることにより，
ルーシィに対するイザベルの対抗心と嫉妬心の発現を描き
出す．その後，３人で散歩に出て，画廊に立ち寄った後，
湾内を往復する船に乗るとイザベルは北大西洋に出る海に
飛びこんで死のうとし，ルーシィとピエールが彼女を引き
戻してなだめても ,「イザベルはルーシィに深い不信の目
を，ピエールには深い非難の目を向けていた」（P355）と
作者は語り，イザベルのひがみと嫉妬心の根深さを描出す
る．
物語の最終場面で，牢獄内に横たわるピエールの遺体に
おおいかぶさる直前にイザベルが言う「あなたがたは彼を
知らないわ！」という作品最後の台詞は，物語開始直後の
丘陵デート場面で，隠しごとをせずに秘密をすべて打ち明
けてほしいとピエールに語りかけるルーシィの「あの人た
ちは彼を知らないわ――私だけが私のピエールを知ってい
るのよ」という台詞をこだましている．作者は，嫉妬心と
独占欲を如実に表すこの台詞を発すると同時にピエールに
おおいかぶさるイザベルの黒髪の「漆黒の蔓」のような情
景を嫉妬心のメタフォーにしながらこの物語を締め括って
いる．
この作品は，無垢な青年が冷酷な世間の現実に開眼し，
自分を含めた人間の心の奥に潜む情欲と嫉妬とに開眼する
物語であり，人間心理の意識上の世界から意識下の領域へ
の探求が登場人物たちの言動を通じて描き出されている．
そして意識下の深層心理の領域に潜む嫉妬心，それも情欲
に裏打ちされた嫉妬心，情欲と表裏一体の嫉妬心をメルヴ
ィルは摘出したのである．
メルヴィルはこの嫉妬ないし妬みなる負の情動に終生こ
だわっていたと推察される．なぜなら，遺作『水夫ビリ
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省略されたタイトル，頁を付す．
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要　　旨

『ピエール』は，純真な青年が冷酷な世間の現実に開眼し，人間の心の奥に潜む情欲と嫉妬とに目覚める物語である．
「真理の道化」たるピエール対世間の「有徳の便宜主義」という主テーマに付随して，その下には天上の愛と地上の愛の
対置という副テーマが流れている．さらに，主・副テーマから派生的に描出される嫉妬心が，第３の最終テーマとして，
ピエールに対するグレンの嫉妬，およびルーシィに対するイザベルの嫉妬の発現を通して例証される
ルーシィとイザベルは『マーディ』の無垢で純潔なイラーと高慢で官能的なホーシャの進化形で，それぞれ，天上的で
超人的な愛と地上の肉体の愛を体現している．ルーシィは善き天使として天上的な青と無垢の白で，イザベルは悪しき天
使として黒で描かれ，最終場面でピエールの心と体をおおうイザベルの「漆黒の蔓」のような長い黒髪は，情欲と嫉妬心
を宿す人の心の暗く悲しい側面の表象となっている．


